
江津市の地域計画の取組みについて

令和５年６月
江津市農林水産課
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地域計画に関するWEB意見交換（第３回）
令和５年６月30日（金）13：30～

資料２
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項目
１ 江津市の紹介
２ これまでの取組み経過
３ 現在の地域計画作成に向けた取組み
４ 江津版「人・農地利用ゾーニング」の推進
５ 終わりに

説明内容
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１ 江津市の紹介



21,941人 （令和５年５月末現在)

島根県の中央部のやや西寄りに位置

江津市
ごうつ

県央に位置

位置

人口

特徴 ①古くからパルプや瓦など製造業が盛ん
（石州瓦の産地、シェアは全国２位）

②８割が森林。広島県を源流とする江の川が

市の中央部を流れ、江の川やその支流に

沿って農地が点在

③耕地面積614ｈａ、基幹作物は水稲240ha

④有機農業が盛ん。江の川の肥沃な農地で、

桑やゴボウ等が栽培

（耕地面積に占める有機JAS面積の比率８％）4
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２ これまでの取組経過

（Ｒ１～Ｒ４の取組みを中心に）



R1 R2 R3 R4 R5 R6
人・農地プラン実質化 地域計画移行期 地域計画作成

・実質化に向
けたアンケー
ト調査（※1）の
実施等

・話合い・プ
ラン作成

・エリアビ
ジョン会議の
設置、開催

・エリアビ
ジョンの展
開・実行

・地域計画の
作成

・地域計画の
実行

・実質化した
プラン
１集落（都治
集落）

・みなし実質
化 ２集落

・実質化した
プラン
４２集落

・２年間で合
計45集落の実
質化（※2）

・９つのエリア
設定

・エリアのビ
ジョン作成

・エリアビジョ
ンの周知・担い
手の意向把握

・江津版人・農
地ゾーニングの
整理

・エリアビジョ
ン会議開催（担
い手の意向把
握）

・ゾーニングに
よる農地交換試
行

・ゾーニングに
向けた農家アン
ケート調査実施
（※3）

（・９つのエ
リアビジョン
を地域計画へ
移行）

（・作成時期
は令和６年３
月を予定）

（・江津版
人・農地利用
ゾーニングの
展開）

※1回答数500
・後継者不在
⇒ 78％
・担い手必要
⇒ 77％

※2耕地面積の
８割の農地をカ
バー

・担い手の意向
重視に舵を切
る）

※３回答者の７
割がゾーニング
施策への理解を
示す

（基本構想９月
末までに作成、
農振整備計画３
月末まで（全
体）見直し）

（施策の着実
な展開）

動き

取組

成果
（計画）

備考

これまでの取組経過と今後について

・プランの実行に取組もうとしたが、
集落から「担い手がいないのに話合い
を続けても変わらない」と冷たい反応 6



◎対象農地
①ほ場整備を実施
した農地
②日本型直接支払
制度（直払や多
面）の対象農地
③その他守るべき
農地

◎対象農地の
市内耕地面積
のカバー率
・78.8％（488ha
／619ha）

◎集落（話合
いの単位）の
農地面積
・最小約2ha～最
大約51ha,平均
11ha

7

（１）人・農地プラン実質化（Ｒ１～Ｒ２）
市内４５集落で人・農地プランを作成、公表（Ｒ１～Ｒ２）

【概要】

凡例
黄：Ｒ1実質化
橙：みなし実質化
青：Ｒ２実質化
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（２）地域計画移行期（Ｒ３～Ｒ４）

エリア設定について
地
区

エリア名 面積
ha

江
津

１ 波積・
都治

90

２ 松平・
江津

97

３ 山の内 ８

４ 江津西 35

５ 跡市・
有福温泉

39

小計 269

桜
江

６ 谷住郷 38

７ 小田・
今田

60

８ 市山・
長谷

50

９ 川越 73

小計 221

合計 490
（平均54）



区分 会議名 役割 構成員 設置時期
市全体 江津市人・農地プラン推

進チーム会議
市全体の人・農地
施策の方針調整・
決定

・江津市
・農業委員会
・農地中間管理機構
（しまね農業振興公社）

※必要に応じて、県、JA、
改良区への参加を依頼

Ｒ１.７

地域段階 エリアビジョン会議
・９エリア

最小８ha
最大97ha

・担い手の望まし
い農地利用・将来
意向の把握等

・エリアのビジョ
ン作成、決定

・江津市
・農業委員会
・農地中間管理機構
（しまね農業振興公社）
・担い手（認定農業者、
認定新規就農者）

Ｒ３.10～11

9

農業委員会
担い手

市
コーディネーター

公社

県

（２）地域計画移行期（Ｒ３～Ｒ４）

推進体制について

波積・都治エリアビジョン会議の様子



10

（２）地域計画移行期（Ｒ３～Ｒ４）
参考 波積・都治エリアビジョン

①エリア内の情報

②エリア内の集落
の意向

③エリア内の担い手
の意向

④エリアビジョン
とビジョン実現に
向けた取組み

⑤エリア内の担い手
の現状と将来の経営
面積



11

ブルーゾーン：現在及び将来、担い手が守ることが可能な農地

グレーゾーン：担い手の参入課題を解消すれば、将来、担い手が守ることが可能な農地

レッドゾーン：現時点、将来ともに、担い手が守ることが困難な農地

波積・都治エリア内の都治集落のゾーニング例

（３）江津版人・農地利用ゾーニングの推進
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３ 現在の地域計画作成に向けた取組
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各地域計画（※）の実現に必要な人・農地の確保

江津版「人・農地利用ゾーニング」の推進

担い手が核となり、その必要な農地を確保していく手法として、農地のゾーン分
けを行い、ゾーンごとの課題を明確にした上で、その課題解決を図る施策

（１）基本的な取組み方針

江津市の農業・農村の維持・発展

（※）地域計画作成まではエリアビジョン
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区分 会議名 役割 構成員 設置時期
市全体 江津市地域計画推進チー

ム会議
市全体の人・農地
施策の方針調整・
決定

・江津市
・農業委員会
・農地中間管理機構
（しまね農業振興公社）

※必要に応じて、県、JA、
改良区への参加を依頼

Ｒ５.５

地域段階 エリアビジョン会議

・９地区
最小８ha
最大97ha

・担い手の農地利
用・将来意向の把
握等

・地域計画案（目
標地図素案）の調
整

・江津市
・農業委員会
・農地中間管理機構
（しまね農業振興公社）
・担い手（認定農業者、
認定新規就農者）

設置済

（２）推進体制

推進体制について



取組項目 令和５年度 備考
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

１ 協議の場の設置調整
① エリアビジョン会議設置（９エリア） 設置済、２回程度

２ 出し手・受け手の意向把握
① 所有者等の意向聞き取り（タブレット記録）

３ 協議実施、取りまとめ
① 協議資料の調整

② 協議日時、場所公表 地区別

③ 協議開催 地区別

④ 協議結果公表（HPなど）

４ 目標地図素案作成
① 現状地図作成
② 分析できる地図作成（2-①反映）
③ 目標地図の素案作成

５ 地域計画取りまとめ・策定
① 地域計画作成
② 関係機関・団体への意見聴取
③ 公告、縦覧（二週間）

・令和６年４月１日施行を目標としたスケジュール

（３）推進スケジュール
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“地域内の農業を担う者”（既存の担い手以外で１ha以上の耕作者）
の掘り起こしと営農意向等のヒアリング【農業委員会が主体】

“現状地図”及び
“分析できる地図”へ反映

①出し手・受け手の意向把握
（４）具体的な取組み

〇耕作位置等の把握〇営農意向のヒアリングシート

減らしたい農地

現状維持
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①江津版「人・農地利用ゾーニング」の反映
→守るべき農地範囲への担い手視点でのブ
ルー・レッド・グレーのゾーニングを適用

②ブルーゾーンにおける担い手の効率的な農地
利用の反映

②目標地図素案作成に向けた展開
（４）具体的な取組み

〇分析できる地図〇現状地図

〇目標地図素案

■…Ａ法人耕作地
■…Ｂ法人耕作地
■…Ｃ農家耕作地

■…Ａ法人集積予定地
■…Ｂ法人集積予定地

■…Ａ法人耕作地
■…Ｂ法人耕作地
■…Ｃ農家耕作地
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５ 江津版「人・農地利用ゾーニング」の推進
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（１）本市のゾーニング案をベースにした将来の農地の確保目標

江津版人・農地利用ゾーニングの推進

区分 担い手の視点からの
ゾーンの定義 本市の施策方向

（R2） （R12）
将来面積

説明現状面積 目標面積

ブルー 現在、及び将来、
担い手が守ることが可能な農地

農地利用協定策定支援
・地権者と担い手
・担い手と担い手

130ha
（27％）

215ha
（54％）

グレーのブ
ルー化面積
を現状面積
に加算

グレー
担い手の参入課題を解消すれば
将来、担い手が守ることが可能な
農地

ブルーへの移行調整 170ha
（35％）

85ha
（22％）

グレーを半
減させる目
標値とする

レッド 現時点、将来ともに、
担い手が守ることが困難な農地

地域の自立支援
新たな担い手参入支援

190a
（38％）

95ha
（24％）

自然減

農地計 490ha
（100％）

395ha
（100％）※担い手は現状の担い手を前提としている

グレーゾーンのブルーゾーン移行によるブルーゾーンの維持・拡大
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（２）ゾーニングを基にした本市の施策イメージ

江津版人・農地利用ゾーニングの推進
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５ 終わりに



22ご清聴ありがとうございました

・地域計画の実効性確保や江津版「人・農地利用ゾーニ
ング」の推進に向けた支援策（事業）は、現在、検討中

・江津版「人・農地利用ゾーニング」については、耕作
者・地権者に対し、引き続き丁寧な説明を行っていく

・市は、レッドゾーン集落に対して、集落が主体となっ
て打開策考え、できる限り長く営農が続けられるようサ
ポートを行っていく

終わりに
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